




(様式9)

学位論文審査の概要と結果

報告番号

論文題目

東アジア博甲第165号 氏名 横山誠

遠隔教育支援環境における授業と学習活動の支援に関する研究

(論文審査概要)
本学位論文は、高校・大学などにおけるオンライン授業や小学校・中学校の小規模校における遠

隔合同授業といった遠隔教育を対象にして、課題解決的な学習が展開される際の学習者の学習活動

と教員の教授活動を支援するための遠隔教育支援環境を設計・開発、試行実践して、その有用性を

検証することについて論じたものである。特に、遠隔教育システムと協働学習支援システムの両方

の機能を併せ持つ遠隔教育支援環境「つながる授業アプリ」の基本機能と拡張機能の設計・開発を

通して、アジャイル型開発手法(厳密な仕様を決めずに小さな単位で設計・開発・テストのサイク

ルを繰り返す手法)やリアクティブプログラミング手法(大量のデータ更新に伴う関連データ処理

の処理速度の低下や誤りの発生を抑える手法)等を活用した教育システムの開発手法、思考スキル

を活用した学習者の協働的思考活動支援、データマイニング手法(AIや統計学などを活用して大量

のデータからユーザが意思決定できる関係性・パターン・傾向を取り出す手法)を活用した学習者

の対話状況の確認や振り返り活動支援、教員の学習者やグループの見とり支援とい'oた研究課題を
探究している。これらの研究課題について、以下の論文構成により解決を試みている。

第1章では、序論として研究の背景と問題の所在、研究の目的、そして論文の全体構成と本研究

で得られる知見及び技術との関係構造について述べている。第2章では、オンライン授業や遠隔合

同授業などから構成される遠隔教育の授業研究と学習・授業支援研究に関する先行実践・事業や先

行研究を整理している。特に、遠隔教育支援環境に関しては、教育方法、学習・授業環境、学習支

援・授業支援・教育システム開発の標準化の観点において解決すべき研究課題が存在することを説

明している。これらの先行研究の整理と本研究の位置づけを踏まえて、本研究では、学習者や教員

にとっての学習・授業環境の使いやすさの改善、他者の意見や考え方に触れる機会を通した意見や

考え方の拡がりや深まりの向上、遠隔教育を進める教員の負荷の軽減を目指して、遠隔教育支援環

境「つながる授業アプリ」上に設計・開発された、①学習者間による協働的な思考活動を操作手順

としてガイドする支援機能(協働的思考活動支援)、②データマイニング手法を用いたワードクラウ
ド(単語の出現頻度に応じて大きさで視覚化したグラフ)による学習者のグループ対話状況の認識

や振り返り活動を支援する機能(グループ対話状況確認機能)、③教員による学習者やグループ活動

の見とりを支援する機能(グループ学習状況監視機能)に本研究の新規性があることを述べている。

第3章では、オンライン授業や遠隔合同授業を支援する遠隔教育支援環境の機能や構造について

整理し、基盤ソフトウェア上で基本機能と拡張機能を組み合わせて画面(GUI)を構成する遠隔教

育支援環境のアーキテクチャを提案している。さらに、このアーキテクチャを具現化して実装した

「つながる授業アプリ」の基本機能とその構成、基盤ソフトウェア選択機構、アジャイル型開発手

法、リアクティブプログラミング手法や遅延を許容するデータ同期処理といった開発手法について

説明している。第4章では、小学校における遠隔合同授業実践において活用された「つながる授業
アプリ」の有用性についての検証を行っている。児童向けアンケート調査の結果として、「つながる

授業アプリ」の操作性に関しては概ね肯定的に捉えられていたが、イメージや直感的に捉えられる

操作インタフェイスの改善が課題としてあげられた。さらに、「つながる授業アプリ」が児童や教員

にとって「多様な意見や考え方に触れる」ことが実感できる道具として有用性はあるもの、そこで

の児童間の対話が「型」にはまってしまうことが散見され、他者の意見や考え方を吟味して自分の

意見や考え方に再構成できる仕組みの必要性が課題としてあげられた。また、教員向けのアンケー

ト調査の結果から遠隔合同授業の必要性は感じているものの、遠隔合同授業実施時の負荷が高く、

特に、授業中の見とりを支援することが負荷軽減のポイントの1つになることが示された。




